


大野城市は福岡平野の一部にあります。市の北部には乙金古墳群、

中央部には特別史跡水城跡、そして南部には牛頸窯跡群などがある、

文化財の豊富な街です。森園遺跡は市名の由来となった特別史跡大

野城跡のある四王寺山の麓に、ヒケシマ遺跡はさらにそこから御笠

川までゆるやかに下る平地に営まれていました。いずれも弥生時代

の遺跡で、特に森園遺跡ではこれまでの発掘調査の結果、弥生時代

の墓地や竪穴住居跡、数多くの祭祀のための土器等が見つかってい

ます。

今回ご報告するのは、平成９年度に実施した森園遺跡の発掘調査

と、平成14年度に実施したヒケシマ遺跡の範囲確認調査の結果です。

本報告書によって調査成果が広く世に知られ、地域の歴史の解明に

役立ち、また、活用されることを願っております。

最後になりましたが、調査に際しご協力を賜りました土地所有者

をはじめとする関係各位に対しまして、厚くお礼を申し上げます。

平成19年９月14日

大野城市教育委員会

教育長　古賀　宮太

序



１ 本書は、大野城市教育委員会が国・県費補助を受けて実施した、森園遺跡の発掘調査および

ヒケシマ遺跡の確認調査の報告である。

２　森園遺跡発掘調査は平成９年度、ヒケシマ遺跡確認調査は平成14年度に実施したものである。

３　遺物写真は岡紀久夫（埋蔵文化財写真研究会会員）が撮影した。

４　遺物の実測は城門義廣が行った。

５　製図は渡部美香が行った。

６　遺物番号は通し番号とし、図版と挿図の番号を統一した。

７　第１図で掲載した地図は、国土地理院発行の地形図福岡南部を使用したものである。

８　本書の執筆、編集は徳本洋一が担当した。
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Ⅰ　はじめに

１　発掘調査の経緯
福岡県教育委員会が1980年に作成した「福岡県遺跡等分布地図」には、森園遺跡が190118番、

ヒケシマ遺跡は190120番として登録されている。森園遺跡の発掘調査は、昭和61年度から数次かつ

数年度に渡って行われ、弥生時代の墓地・竪穴住居跡、古墳時代の竪穴住居跡、平安時代の墓地など

が確認された（註１）。今回報告するのは、個人専用住宅の建設にあたって平成９年度に実施した発

掘調査の結果である。一方ヒケシマ遺跡の発掘調査は昭和59年度と平成元年度の２回行なわれ、弥

生時代の墓地・竪穴住居跡などが確認された（註２）。今回報告するのは、会社社屋建設に際して平

成14年度に実施した遺跡範囲確認調査の結果である。
註１　大野城市教育委員会『森園遺跡Ⅰ』（大野城市文化財調査報告書第26集　1988）

大野城市教育委員会『森園遺跡Ⅱ』（大野城市文化財調査報告書第55集　1999）

註２　大野城市教育委員会『ヒケシマ遺跡』（大野城市文化財調査報告書第67集　2005）

２　調査体制
調査の体制

森園遺跡発掘調査、ヒケシマ遺跡確認調査は以下の体制で行った。

森園遺跡発掘調査（平成９年度）

大野城市教育委員会　　　　教育長　　　　　　　　　　堀内　貞夫

教育部長　　　　　　　　　香野　信儀

社会教育課　課　長　　　　赤星　健彦

同　　　係　長　　　　舟山　良一

同　　　主任技師　　　向　直也

同　　　主任技師　　　徳本　洋一（調査担当）

同　　　主任技師　　　石木　秀啓

同　　　技　師　　　　丸尾　博恵

同　　　嘱　託　　　　西村　晴香

ヒケシマ遺跡確認調査（平成14年度）

大野城市教育委員会　　　　教育長　　　　　　　　　　堀内　貞夫

教育部長　　　　　　　　　鬼塚　春光

社会教育課　課　長　　　　秋吉　正一

同　　　係　長　　　　舟山　良一

同　　　主　査　　　　徳本　洋一（調査担当）

同　　　主任技師　　　石木　秀啓

同　　　主任技師　　　丸尾　博恵

同　　　主任技師　　　林　潤也

同　　　主任主事　　　大道　和貴

同　　　嘱　託　　　　平島　義孝

同　　　嘱　託　　　　岸見　泰宏

同　　　嘱　託　　　　島田　拓

同　　　嘱　託　　　　上田　恵
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第1図　周辺遺跡分布図（1／25000）
１．仲島本間尺遺跡　２．仲島遺跡　３．井相田遺跡　４．川原遺跡　５．持田ヶ浦古墳群
６．御陵古墳群　７．喜一田古墳群　８．王城山古墳群　９．古野古墳群　10．森園遺跡
11．中・寺尾遺跡　12．ヒケシマ遺跡 13．村下遺跡　14．雑餉隈遺跡　15．石勺遺跡
16．駿河遺跡　17．瑞穂遺跡　18．原ノ畑遺跡　19．笹原古墳　20．成屋形古墳
21．九州大学構内遺跡　22．唐土遺跡　23．谷川遺跡　24．梅頭窯跡
25．上大利北土地区画整理地内遺跡群　26．上園遺跡　27．水城跡　28．島本遺跡
29．神ノ前遺跡　30．上大利南土地区画整理地内遺跡群



Ⅱ　位置と環境

森園遺跡は本市川久保三丁目に、ヒケシマ遺跡は本市御笠川四丁目・川久保三丁目に所在する。

遺跡の名称はいずれも町名地番変更以前の子字名から付けられたものである。両遺跡は隣接して

おり、最も近い部分は40ｍほどしか離れていないが、立地が異なる。本市の東部には、古代の山

城大野城が築かれた四王寺山があり、その北側には乙金山が連なっている。森園遺跡は、この乙

金山からさらに西方に派生する低丘陵上に位置しており、ヒケシマ遺跡は低丘陵にかこまれた平

地に位置する。標高は、森園遺跡で24ｍ～27ｍ、ヒケシマ遺跡では18ｍ弱を測る。森園遺跡の、
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第2図　森園・ヒケシマ遺跡の調査箇所（1/5000）
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第3図　森園遺跡遺構配置図（1/100）
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池を挟んですぐ南側にある標高26ｍ～28ｍほどの小丘陵上には、弥生時代の墓地と集落跡で知ら

れる中･寺尾遺跡がある。これら三遺跡は、現状では道路や宅地、水田などにより分断されている

が、元来は一連の遺跡であったものと考えられている。

周辺のやや広い範囲に目を向けてみると、これら三遺跡の西側には御笠川をこえて平地が展開

しており、石勺遺跡、村下遺跡など弥生時代の集落跡が見つかっている。また、東側の山麓には

大城山古墳群、喜一田古墳群、北側の山麓には御陵古墳群、持田ヶ浦古墳群などの古墳群がある。

さらに最近森園、中・寺尾遺跡が位置する小丘陵の基部では中世の遺跡が見つかっており、山
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麓・丘陵基部・丘陵端部・平地それぞれの土地利用の様相が明らかになってきている。特に丘陵

基部については総面積42haの土地区画整理事業が予定されており、これにともなう調査によって

さらに詳細な状況が明らかにされることが期待される。

Ⅲ　調査の結果

１　森園遺跡

調査地は大野城市川久保三丁目298‐１、298‐８に位置する。標高約27ｍの微高地で、試掘

調査の結果遺跡であることがわかった場所である。その北西約120ｍの位置にある㈱九州電力南

福岡変電所（通称中変電所）は、以前から森園遺跡として知られており、前述のとおりその年代

は弥生時代を中心として平安時代まで及んでいることが判明している。さらに今回調査地の西側

隣地でも、試掘調査の結果遺構が確認されている。これらのことから、今回調査地についても、

中変電所から連続する森園遺跡の一部であると想定された。

発掘調査は、平成９年９月13日から10月８日にかけて行われ、調査面積は約150㎡であった。

調査地はすでに削平・攪乱を受けており、遺構の残存状況は悪かった。特に調査区の南半部では
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第5図　ヒケシマ遺跡確認調査出土遺物実測図（1/3）
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削平・攪乱が著しく、遺構が残っていない状態であった。検出されたのはすべてピットで、23基

を数えた。それらのほとんどが、上端直径20cm～60cm・深さ６cm～28cm・平面プランは円形

を呈するもので、平面プランが楕円形のものも検出された。掘立柱建物跡などとしてまとまるも

のはなかった。

遺物は、ピットの埋土中から弥生土器の小片が若干と、遺構検出面から黒曜石の剥片が１点出

土した。この剥片は、石器製作の途中で生じたものと考えられる。いずれも小片のため図示する

ことができなかった。

２　ヒケシマ遺跡

調査地は大野城市御笠川四丁目13‐１に位置し、調査対象面積は約15,000㎡であった。地形

的には御笠川西岸の沖積地に立地し、標高は19ｍ前後を測る。その東側にはヒケシマ遺跡が広がっ

ており、昭和59年度と平成元年度に発掘調査が行われた。一方西側については、かつて福岡都市

高速道路建設に先立って行った試掘調査の結果、遺構・遺物はいずれも見つかっておらず、遺跡

がこの場所までは及んでいないことが判明している。このことから、調査地の範囲内でヒケシマ

遺跡の西端部が検出できるものと予想された。

確認掘調査は、地所有者である株式会社三和シャッターの新社屋建設に先立って実施したもの

である。平成15年３月３日・４日の二日間で、バックホーを用いて第４図に示した通り６本のト

レンチを設定した。その結果は以下の通りであった。

トレンチ①

地表下約190cmまで掘り下げたところでやや灰色がかった黄白色の土層に至り、その上面で遺

構を検出することができた。

トレンチ②

地表下約190cmまで掘り下げたところでやや灰色がかった黄白色の土層に至り、その上面で遺

構を検出することができた。

トレンチ③

地表下約190cmまで掘り下げたところ、東端より約40ｍまではやや灰色がかった黄白色の土層

に至り、その上面で遺構を検出することができた。それより西側の部分にはヘドロ状の黒色泥土

が堆積しており、遺構を検出することはできなかった。

トレンチ④

地表下約190cmまで掘り下げたが、ヘドロ状の黒灰色泥土のみが堆積していた。さらに掘り下

げたが状況は変わらず、遺構を検出することはできなかった。

トレンチ⑤

地表下約190cmまで掘り下げたところ、東端より約７ｍまではやや灰色がかった黄白色の土層

に至り、その上面で遺構を検出することができた。それより西側の部分では遺構を検出すること

はできなかった。
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トレンチ⑥

地表下約190cmまで掘り下げたが、ヘドロ状の黒灰色泥土のみが堆積していた。さらに掘り下

げたが状況は変わらず、遺構を検出することはできなかった。

遺構検出面までが現地表面から190cmと深かったため、安全を考えてトレンチ内部での壁面清

掃・土層観察、あるいは検出遺構の掘り下げ等の作業は行わなかった。そのため、検出遺構の詳

細な時期を決定することはできなかった。遺物はすべて包含層から出土し、出土量はパンコンテ

ナ１箱弱であった。それらのうち図示できるものを第５図と図版４に示している。

Ⅳ　まとめ

１　森園遺跡

出土した土器が小片であったため詳細な時期を特定することはできなかったが、検出された遺

構が弥生時代に属することは間違いない。また、すでに述べたような位置関係からも、今回調査

地は中変電所から続く森園遺跡の一部であると考えられる。調査地の位置する微高地が東側へ延

びているため、森園遺跡についてもさらに東側へ展開していることが想定される。

２　ヒケシマ遺跡

今回の確認調査の結果、及び前述した過去の試掘調査結果から、ヒケシマ遺跡の西端の一部に

ついて第４図の通り想定することができた。トレンチ内の土層の状況から、これより西側は御笠

川の氾濫原であると思われるため、御笠川の水際近くまで遺跡が展開していた可能性が高い。「位

置と環境」の項で述べたとおり、中・寺尾遺跡、森園遺跡、ヒケシマ遺跡が本来一連のものであ

ったとすれば、その西端の一部を検出することができたこととなる。
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図版1

（１）森園遺跡全景（北から）

（２）森園遺跡全景（南から）



図版2

(１)ヒケシマ遺跡確認調査トレンチ①遺構検出状況 (２)ヒケシマ遺跡確認調査トレンチ②遺構検出状況

(３)ヒケシマ遺跡確認調査トレンチ③遺構検出状況



図版3

(１)ヒケシマ遺跡確認調査トレンチ③遺構検出状況 (２)ヒケシマ遺跡確認調査トレンチ⑤遺構検出状況

(３)ヒケシマ遺跡確認調査トレンチ⑤遺構検出状況



図版4
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ヒケシマ遺跡確認調査出土遺物
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